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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　動作による遊技演出を行なう可動演出装置が配設された遊技機において、
　前記可動演出装置は、
　ベース部材と、
　前記ベース部材に配設され、ＬＥＤが実装されたＬＥＤ基板と、
　前記ＬＥＤの光照射方向と交差する方向へ移動可能に前記ベース部材に配設されて該Ｌ
ＥＤの光の照射方向前側に位置し、当該ＬＥＤからの光を透過可能な光透過部およびＬＥ
Ｄからの光を透過不能な遮光部を有し、該光透過部の少なくとも一部が当該ＬＥＤによる
光の照射範囲外まで移動される可動体と、
　前記可動体に接続されて該可動体を移動する駆動手段と、
　前記可動体におけるＬＥＤ基板との対向面に、前記光透過部および遮光部を覆うように
設けられ、当該可動体が移動する前後に亘って前記ＬＥＤと対向して、ＬＥＤからの光を
可動体の移動方向に拡散させて１つのＬＥＤからの光で可動体の移動方向に拡がった領域
を明輝させる光拡散部とを備えて、
　前記可動体の移動により前記光透過部とＬＥＤとの相対位置が変化するのに伴って前記
遮光部の裏側にＬＥＤが位置して、当該ＬＥＤからの直接的な光の照射範囲外に位置する
こととなる光透過部の非照射部位には、前記光拡散部で拡散されて可動体の移動方向に拡
がった光が照射されるよう構成された
ことを特徴とする遊技機。
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【請求項２】
　前記ベース部材は、駆動手段の駆動により待機位置および動作位置の間を往復移動し得
るよう構成され、
　前記可動体は、前記ベース部材に配設されて該ベース部材の往復移動に伴って待機位置
および動作位置の間を移動すると共に、当該ベース部材の移動とは独立して初期位置およ
び可動位置の間を往復移動し得るよう構成され、
　駆動手段の駆動力を可動体に伝達して当該可動体を初期位置および可動位置の間で移動
させる駆動伝達手段に係合部が設けられ、
　前記ベース部材の移動に伴って前記係合部との相対位置が変化するロック手段が設けら
れて、該係合部とロック手段との係合により前記駆動伝達手段の動作を規制するよう構成
され、
　前記ベース部材が待機位置にある状態では、前記係合部とロック手段とが係合して前記
駆動伝達手段の動作を規制し、該ベース部材が待機位置から動作位置へ移動することで該
係合部とロック手段との係合が解除されて駆動伝達手段の動作を許容するよう構成され、
　前記ベース部材が待機位置から動作位置へ移動して前記駆動伝達手段の動作に伴って前
記可動体が移動することにより前記光透過部の少なくとも一部が前記ＬＥＤからの直接的
な光の照射範囲外まで移動するよう構成された請求項１記載の遊技機。
【請求項３】
　前記ベース部材は、前後に開口すると共に前記ＬＥＤを収容可能な収容部が形成されて
、該ベース部材の前側に前記可動体が移動可能に支持されると共に当該ベース部材の裏側
に前記ＬＥＤ基板が配設されて、該ＬＥＤ基板に設けた前記ＬＥＤが前記収容部に収容さ
れるよう構成した請求項１または２記載の遊技機。
【請求項４】
　前記可動体の外郭は、前記ベース部材およびＬＥＤ基板の外郭より大きく形成されて、
該可動体でベース部材およびＬＥＤ基板の前側を覆うよう構成される請求項１～３の何れ
か一項に記載の遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、可動体を有する可動演出装置を配設して遊技演出を行ない得るよう構成され
た遊技機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　代表的な遊技機であるパチンコ機は、機内にセットされる遊技盤の盤面に画成した遊技
領域の略中央位置に装飾部材が配設されて、該装飾部材の開口部から液晶式やドラム式等
の図柄表示装置を遊技盤裏側から臨ませ、この図柄表示装置で図柄組み合わせゲームやリ
ーチ演出等の遊技演出を行なうよう構成されている。また、この種のパチンコ機では、前
記遊技盤や装飾部材に発光装置を配設して、前記図柄表示装置での図柄変動による演出に
加えて、発光装置による光の演出を行ない得るよう構成されたものが一般に知られている
(例えば特許文献１)。特許文献１では、前後の関係で第１の拡散部と第２の拡散部とが二
重に配設されて、発光体から照射した光を２つの拡散部により適切に拡散させうるよう構
成されている。また、レンズ体を介して視認可能な第２の拡散部は、レンズ体に対する相
対位置を変位することで、形状的な見え方が変化するだけでなく、発光体との相対位置も
変位させて、第２の拡散部の形状的な見え方と光の拡散態様との相乗効果により優れた視
覚的な演出効果を発揮し得るようになっている。
【特許文献１】特開２００８－１２５６７４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ところで、特許文献１のように、発光体の光照射方向に可動体(特許文献１では第２の
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拡散部)が移動する構成であれば、発光体と可動体との距離は変化するものの、移動によ
って光が照射されなくなる部位が可動体に生ずることはなく、常に発光体からの光を可動
体に照射することができる。しかしながら、発光体の光の照射方向と交差する方向に可動
体を移動させるよう構成した場合には、可動体の移動により、光が照射されなくなる問題
が生ずる。ここで、発光体の光の照射方向と交差する方向に可動体を移動させる場合であ
っても、発光体からの光が照射される範囲で可動体を移動させれば、可動体に常に光を照
射することができるものの、可動体の移動範囲が制限されることに繋がる。一方、可動体
の移動範囲を大きくしようとすれば、発光体からの光が照射される範囲を大きくする必要
があるが、この場合には装置の大型化を招来する欠点がある。また、近年のパチンコ機に
は、装飾性や演出性を向上させるため多数の発光体が配設される傾向にあり、消費電力や
発熱量、設置スペース等の利点から、発光体として発光ダイオード(ＬＥＤ)が採用される
ケースが多くなっているが、ＬＥＤ等のように光の指向性の高いＬＥＤを採用した場合に
は、ＬＥＤの光の照射方向と交差する方向に可動体を移動させた場合には、ＬＥＤからの
光が照射される範囲が限られるため前述した問題が顕著になる。
　そこで、本発明は、可動演出装置自体を小型化しつつ、可動体の移動時に光透過部全体
を照明し得る遊技機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　前記課題を克服し、所期の目的を達成するため、本願の請求項１に係る遊技機は、
　動作による遊技演出を行なう可動演出装置(30)が配設された遊技機において、
　前記可動演出装置(30)は、
　ベース部材(41)と、
　前記ベース部材(41)に配設され、ＬＥＤ(58)が実装されたＬＥＤ基板(57)と、
　前記ＬＥＤ(58)の光照射方向と交差する方向へ移動可能に前記ベース部材(41)に配設さ
れて該ＬＥＤ(58)の光の照射方向前側に位置し、当該ＬＥＤ(58)からの光を透過可能な光
透過部(63)およびＬＥＤ(58)からの光を透過不能な遮光部(62)を有し、該光透過部(63)の
少なくとも一部が当該ＬＥＤ(58)による光の照射範囲外まで移動される可動体(60)と、
　前記可動体(60)に接続されて該可動体(60)を移動する駆動手段(76)と、
　前記可動体(60)におけるＬＥＤ基板(57)との対向面に、前記光透過部(63)および遮光部
(62)を覆うように設けられ、当該可動体(60)が移動する前後に亘って前記ＬＥＤ(58)と対
向して、ＬＥＤ(58)からの光を可動体(60)の移動方向に拡散させて１つのＬＥＤ(58)から
の光で可動体(60)の移動方向に拡がった領域を明輝させる光拡散部(60a)とを備えて、
　前記可動体(60)の移動により前記光透過部(63)とＬＥＤ(58)との相対位置が変化するの
に伴って前記遮光部(62)の裏側に前記ＬＥＤ(58)が位置して、当該ＬＥＤ(58)からの直接
的な光の照射範囲外に位置することとなる光透過部(63)の非照射部位には、前記光拡散部
(60a)で拡散されて可動体(60)の移動方向に拡がった光が照射されるよう構成されたこと
を要旨とする。
【０００５】
　これにより、ＬＥＤ基板と可動体との間に設けた光拡散部が、可動体の移動方向にＬＥ
Ｄからの光を拡散させて、可動体の移動に伴って遮光部の裏側にＬＥＤが位置して、当該
ＬＥＤからの直接的な光の照射範囲外に位置することとなる光透過部の非照射部位に、該
光拡散部で拡散された光が照射するから、可動体の移動時に光透過部を全体的に発光させ
ることができる。そして可動体の移動に伴って可動体の遮光部の裏側にＬＥＤが位置した
状態でも、該ＬＥＤからの光を光拡散部で拡散して光透過部に照射でき、光透過部全体を
発光させることができる。また、ＬＥＤからの光を光拡散部で可動体の移動方向に拡散さ
せることで、該ＬＥＤからの光の照射範囲を超えて可動体を移動させることができ、可動
体の動きによる興趣を高め得る。更に、可動体の移動範囲に合わせてＬＥＤ基板を大型化
する必要がないから、可動演出装置自体の小型化を図り得る。また、可動体の移動に合わ
せてベース部材やＬＥＤ基板を移動させる必要がないから、駆動手段に掛かる負荷を軽減
することができる。更にまた、前記可動体の移動方向に光拡散部が光を拡散させるから、
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可動体の移動を強調することができ、遊技者に与えるインパクトが高められる。
【０００６】
　請求項２に係る遊技機は、
　前記ベース部材(41)は、駆動手段(66)の駆動により待機位置および動作位置の間を往復
移動し得るよう構成され、
　前記可動体(60)は、前記ベース部材(41)に配設されて該ベース部材(41)の往復移動に伴
って待機位置および動作位置の間を移動すると共に、当該ベース部材(41)の移動とは独立
して初期位置および可動位置の間を往復移動し得るよう構成され、
　駆動手段(76)の駆動力を可動体(60)に伝達して当該可動体(60)を初期位置および可動位
置の間で移動させる駆動伝達手段(78)に係合部(83,90)が設けられ、
　前記ベース部材(41)の移動に伴って前記係合部(83,90)との相対位置が変化するロック
手段(43,92)が設けられて、該係合部(83,90)とロック手段(43,92)との係合により前記駆
動伝達手段(78)の動作を規制するよう構成され、
　前記ベース部材(41)が待機位置にある状態では、前記係合部(83,90)とロック手段(43,9
2)とが係合して前記駆動伝達手段(78)の動作を規制し、該ベース部材(41)が待機位置から
動作位置へ移動することで該係合部(83,90)とロック手段(43,92)との係合が解除されて駆
動伝達手段(78)の動作を許容するよう構成され、
　前記ベース部材(41)が待機位置から動作位置へ移動して前記駆動伝達手段(78)の動作に
伴って前記可動体(60)が移動することにより前記光透過部(63)の少なくとも一部が前記Ｌ
ＥＤ(58)からの直接的な光の照射範囲外まで移動するよう構成されたことを要旨とする。
【０００７】
　これにより、ベース部材が待機位置にある状態では、係合部とロック手段とが係合して
駆動伝達手段の動作を規制するから、該待機位置では駆動手段が駆動されたとしても駆動
伝達手段は動作されないため、可動体が移動されることはない。一方、ベース部材が待機
位置から動作位置へ移動すると、係合部とロック手段との係合が解除されて駆動伝達手段
の動作が許容されるから、該待機位置から動作位置へ移動した状態では駆動手段の駆動に
より駆動伝達手段を動作して、可動体を移動させることができる。
　そして、可動体の移動に伴って可動体の遮光部の裏側にＬＥＤが位置した状態でも、該
ＬＥＤからの光を光拡散部で拡散して光透過部に照射でき、光透過部全体を発光させるこ
とができる。
【０００８】
　請求項３に係る遊技機は、前記ベース部材(41)は、前後に開口すると共に前記ＬＥＤ(5
8)を収容可能な収容部(47b)が形成されて、該ベース部材(41)の前側に前記可動体(60)が
移動可能に支持されると共に当該ベース部材(41)の裏側に前記ＬＥＤ基板(57)が配設され
て、該ＬＥＤ基板(57)に設けた前記ＬＥＤ(58)が前記収容部(47b)に収容されるよう構成
したことを要旨とする。
【０００９】
　これにより、前後に開口する収容部をベース部材に形成して、該収容部内にＬＥＤが収
容されるよう構成したから、ベース部材の裏側にＬＥＤ基板を配設しても、ＬＥＤの光が
ベース部材で遮られることはない。また、可動体およびＬＥＤ基板の間に両部材を支持す
るベース部材が位置することで、前後の厚み寸法を最小限にし得る。
【００１０】
　請求項４に係る遊技機は、前記可動体(60)の外郭は、前記ベース部材(41)およびＬＥＤ
基板(57)の外郭より大きく形成されて、該可動体(60)でベース部材(41)およびＬＥＤ基板
(57)の前側を覆うよう構成されることを要旨とする。
【００１１】
　これにより、ベース部材およびＬＥＤ基板の外郭より大きく可動体の外郭を形成して、
該可動体でベース部材およびＬＥＤ基板を覆うことで、ＬＥＤからの光が光透過部以外か
ら漏れるのを防止できる。
【発明の効果】
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【００１２】
　本発明に係る遊技機によれば、可動演出装置自体を小型化しつつ、可動体の移動時に可
動体の光透過部全体を明輝させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　次に、本発明に係る遊技機につき、好適な実施例を挙げて、添付図面を参照しながら以
下詳細に説明する。なお、実施例では、遊技球としてパチンコ球を用いて遊技を行なうパ
チンコ機を例に挙げて説明する。また、以下の説明において、「前」、「後」、「左」、
「右」とは、特に断りのない限り、図１に示すようにパチンコ機を前側(遊技者側)から見
た状態で指称する。
【実施例】
【００１４】
(パチンコ機について)
　実施例に係るパチンコ機１０は、図１に示すように、矩形枠状に形成されて遊技店の図
示しない設置枠台に設置される固定枠としての外枠１１の開口前面側に、後述する遊技盤
２０(図２参照)を着脱可能に保持する本体枠としての中枠１２が開閉および着脱可能に組
み付けられて、該遊技盤２０の裏側に対して、各種図柄を変動表示可能な図柄表示装置１
７が着脱し得るよう構成される。また、前記中枠１２の前面側には、装飾用の電飾装置等
が設置された装飾枠としての前枠１３が開閉可能に組み付けられると共に、該前枠１３の
下方にパチンコ球を貯留する下球受け皿１５が開閉可能に組み付けられている。前記前枠
１３には、前記中枠１２に保持された遊技盤２０の前面に、ガラス板や透明な合成樹脂材
により形成された透明保護板が備えられており、該遊技盤２０を透視保護するよう構成さ
れている。なお、実施例では、前記前枠１３の下部位置に、パチンコ球を貯留する上球受
け皿１４が一体的に組み付けられており、前枠１３の開閉に合わせて上球受け皿１４も一
体的に開閉するよう構成される。
【００１５】
(遊技盤について)
　前記遊技盤２０は、図３に示すように、略矩形状に形成されたアクリルやポリカーボネ
ート等の透明な合成樹脂材からなる透明板２１と、該透明板２１の裏面に組み付けられる
と共に前記図柄表示装置１７が配設される裏ユニット２５とから構成される。図２に示す
ように、前記透明板２１の前面には、外レール２２ａと内レール２２ｂとが半円弧状に配
設されており、両レール２２ａ,２２ｂにより画成される略円形の遊技領域２０ａに、前
記中枠１２に配設された図示しない打球発射装置から発射されたパチンコ球が遊技領域２
０ａ内に打ち出されて、該遊技領域２０ａ内をパチンコ球が流下して遊技が行なわれるよ
うになっている。なお、打球発射装置から発射されたパチンコ球は、透明板２１の下側か
ら左側に両レール２２ａ,２２ｂで案内されて、遊技領域２０ａの左上部に打ち出される
。
【００１６】
　また、前記透明板２１には、前後に開口する枠状に形成された枠状装飾体２７が配設さ
れており、前記裏ユニット２５に配設された図柄表示装置１７の表示面１７ａを枠状装飾
体２７の開口部２８を介して前側から視認し得るよう構成される。更に、前記透明板２１
の前面には、図２に示す如く、前記枠状装飾体２７より下方位置に、前記遊技領域２０ａ
を流下するパチンコ球が入賞可能な始動入賞装置２３や特別入賞装置２４が配設されてお
り、該始動入賞装置２３の入賞口にパチンコ球が入賞することで、前記中枠１２の裏側に
配設された制御手段(図示せず)の制御に基づいて、前記図柄表示装置１７の表示面１７ａ
で図柄変動が開始されるようになっている。また、前記特別入賞装置２４は、入賞口が開
閉扉２４ａで常には閉鎖されており、前記図柄表示装置１７での図柄変動の結果、図柄表
示装置１７に所定の図柄組み合わせ(例えば同一図柄の三つ揃い等)で図柄が停止表示され
ることで所謂「大当り」が発生し、これにより開閉扉２４ａが開放して入賞口への入賞に
より多数の賞球を獲得し得るようになっている。なお、前記透明板２１の遊技領域２０ａ
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には、前記枠状装飾体２７の外側位置に多数の遊技釘が植設されており、遊技領域２０ａ
を流下するパチンコ球の流下方向が不規則に変更され得るようになっている。
【００１７】
(裏ユニットについて)
　前記裏ユニット２５は、図３に示すように、前記透明板２１の外郭形状と略整合する大
きさおよび形状に形成されると共に前方に開口する箱枠状に形成されて、該裏ユニット２
５の開口前端部を透明板２１の裏面に当接させた状態で、透明板２１と裏ユニット２５と
が連結固定される。そして、前記裏ユニット２５には、前記透明板２１との間に画成され
る空間に、可動演出装置３０(後述)や各種の装飾部材２６が配設されており、透明板２１
を介して可動演出装置３０や各種の装飾部材２６を視認し得るようになっている。なお、
前記裏ユニット２５には、略矩形状の開口部２５ａが前後に開口するよう開設されると共
に、該裏ユニット２５の裏側に前記図柄表示装置１７が着脱自在に取り付けられており、
該開口部２５ａを介して図柄表示装置１７が透明板２１の前側から視認し得るようになっ
ている。なお、図柄表示装置１７としては、液晶表示装置やドラム式の表示装置、ベルト
式の表示装置等の各種図柄を変動表示可能な従来公知の表示装置を用いることができる。
【００１８】
(可動演出装置について)
　図５～図７に示すように、前記可動演出装置３０は、前記裏ユニット２５に取り付けら
れる装置本体３１に対して所要の動作を行ない得る可動部材４０が配設されている。ここ
で、実施例の可動部材４０は、槍の穂先部を模した長尺な部材に形成されており、前記装
置本体３１に対して揺動可能に支持されると共に、該可動部材４０のベース部材４１に対
して可動装飾体６０(何れも後述)が長手方向にスライド移動し得るよう構成されており、
前記始動入賞装置２３へのパチンコ球の入賞に伴って前記制御手段が所定の制御条件下で
可動部材４０を揺動およびスライド移動させ得るよう構成される。ここで、前記装置本体
３１は、前記裏ユニット２５の前側右下部に配設されて、通常時は前記可動部材４０が裏
ユニット２５の開口右端縁に沿って上下方向に延在する姿勢(図１、図２、図４または図
６参照)で保持されている。なお、以下の説明において、前記可動部材４０が裏ユニット
２５の開口右端縁に沿って上下に延在する位置を待機位置と称し、該可動演出装置３０の
説明において、「上」、「下」、「左」、「右」は、可動部材４０が待機位置にある状態
を基準として称するものとする。また、実施例では、図１または図２に示すように、前記
可動部材４０が待機位置にある状態において、該可動部材４０の前側に前記装飾部材２６
が位置するよう構成されており、該装飾部材２６で可動部材４０の一部(右側部)が覆われ
ている。
【００１９】
(装置本体について)
　前記装置本体３１は、前記裏ユニット２５に取り付けられる平板状の取付ベース体３２
と、該取付ベース体３２の前面に取り付けられる第１カバー体３６および第２カバー体３
７とから構成されており、該取付ベース体３２に対して、前記可動部材４０を揺動させる
揺動機構部６５(後述)や、該可動部材４０の可動装飾体６０をスライド移動させるスライ
ド機構部７５(後述)が配設されている。ここで、前記第１カバー体３６および第２カバー
体３７の夫々は、後方に開口する箱枠状に形成されて、該第１カバー体３６および第２カ
バー体３７と取付ベース体３２との間に空間が画成されるようになっている。なお、前記
第１カバー体３６および取付ベース体３２の間に画成される空間と、第２カバー体３７お
よび取付ベース体３２の間に画成される空間は相互に連通している。
【００２０】
　そして、前記取付ベース体３２の前面上部位置には、前方へ突出すると共に前後に貫通
する通孔３３ａが形成された筒状支持部３３が設けられており、該筒状支持部３３の通孔
３３ａに、前記可動部材４０に連結された回転軸４０ａを挿通することで、該可動部材４
０が取付ベース体３２に対して揺動可能に支持されるようになっている。また、前記取付
ベース体３２の後面には、前記可動部材４０の揺動位置を検出する位置検出センサ３４が
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取り付けられている。なお、前記位置検出センサ３４として、実施例では受光素子と発光
素子とを備えた光学式センサを採用しているが、これに限らず、磁気センサやマイクロス
イッチ、その他従来公知のセンサを可動部材４０側に設けられる被検出部(後述)に応じて
採用することができる。
【００２１】
(可動部材について)
　図８または図９に示すように、前記可動部材４０は、前記取付ベース体３２の後面側に
配設された上下方向に長尺なベース部材４１と、該ベース部材４１の裏側に配設されたＬ
ＥＤ基板５７と、当該ベース部材４１の前側に配設される可動装飾体(可動体)６０とから
構成されて、ベース部材４１の一方の端部に前記回転軸４０ａの後端部が連結されている
。そして、前記装置本体３１に配設された前記揺動機構部６５の作動により前記ベース部
材４１が回転軸４０ａを中心として揺動すると共に、前記スライド機構部７５の作動によ
りベース部材４１の延在方向に前記可動装飾体６０がスライド移動するよう構成される。
【００２２】
(ベース部材について)
　前記ベース部材４１は、図８または図９に示すように、前記回転軸４０ａが連結される
と共に、該回転軸４０ａから径方向(上下方向)に延在する平板状の基体部４２と、該基体
部４２における回転軸４０ａから離間する端部(上端部)に設けられて前後に開口する枠状
部４７とから構成されており、前記筒状支持部３３の通孔３３ａに対して回転軸４０ａを
後方から挿通することで、前記透明板２１に対して略平行な姿勢で揺動し得るよう支持さ
れる。また、前記基体部４２の前面には、前方に突出する位置規制突部４２ａが形成され
る一方で、前記取付ベース体３２の後面には、前記筒状支持部３３(回転軸４０ａ)の上方
位置および該筒状支持部３３(回転軸４０ａ)の左側方(図６では右側方)に後方に突出する
第１および第２ストッパ３２ａが夫々形成されている(図６には回転軸４０ａの側方に位
置するストッパのみ図示)。そして、前記ベース部材４１(可動部材４０)が揺動された際
に、前記位置規制突部４２ａが各ストッパ３２ａに当接することでベース部材４１(可動
部材４０)の揺動範囲を制限するようになっている。
【００２３】
　すなわち、前記待機位置では、前記筒状支持部３３(回転軸４０ａ)の上方に位置するス
トッパ３２ａに前記位置規制突部４２ａが当接することで前記可動部材４０の揺動が規制
されており、該待機位置から可動部材４０が左方向に傾倒するよう揺動して筒状支持部３
３(回転軸４０ａ)の左方に位置するストッパ３２ａに位置規制突部４２ａが当接すること
で可動部材４０の揺動が規制されるようになっている。なお、以下の説明では、前記位置
規制突部４２ａがストッパ３２ａに当接して可動部材４０の揺動が規制される位置を動作
位置(図４に２点鎖線で示す)と指称する。すなわち、可動部材４０は待機位置と動作位置
との間で揺動される。
【００２４】
　図１２～図１６に示すように、前記基体部４２の後面には、前記回転軸４０ａから離間
する位置に、後方へ突出する第１係合突部(ロック手段)４３が形成されており、前記ベー
ス部材４１(可動部材４０)の揺動に伴って第１係合突部４３が回転軸４０ａを中心に移動
するようになっている。また、前記ベース部材４１の基体部４２には、前記被検出部とし
ての位置検出片４４が前記回転軸４０ａから径方向へ扇状に延出するよう形成されている
。前記位置検出片４４は、前記位置検出センサ３４の発光素子と受光素子との間に臨むよ
う構成されており、前記ベース部材４１の揺動に伴って該発光素子と受光素子との間を位
置検出片４４が移動するようになっている。そして、前記位置検出片４４における回転方
向に離間する一方の端縁部(図１２において基体部４２に近接する側の端縁部)を前記位置
検出センサ３４が検出した際には、前記待機位置に可動部材４０が位置し(図１３参照)、
該位置検出片４４における回転方向に離間する他方の端縁部(図１２において基体部４２
から離間する側の端縁部)を位置検出センサ３４が検出した際には、前記動作位置に可動
部材４０が位置している(図１４参照)。また、前記位置検出片４４にはスリット４４ａが
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形成されており、該スリット４４ａを位置検出センサ３４が検出した際には、前記待機位
置と動作位置との間の中間位置に可動部材４０が位置している(図１５参照)。すなわち、
前記制御手段は、前記位置検出センサ３４が検出する可動部材４０の位置に基づいて、前
記揺動機構部６５(後述の駆動モータ６６)を駆動制御するよう構成されている。
【００２５】
　また、図８または図９に示すように、前記基体部４２には、可動部材４０(ベース部材
４１)の長手方向に沿って第１ガイド孔４５が前後に開口するよう形成されており、前記
スライド機構部７５を構成するスライド部材５２が第１ガイド孔４５に沿って摺動し得る
ようになっている。ここで、前記スライド部材５２は、前記基体部４２の前面側に配設さ
れた平板状の固定板５３と、基体部４２の後面側に配設されたスライダ５４とを、当該基
体部４２を挟んだ状態で固定するよう構成される。具体的には、前記固定板５３から後方
へ突出させた第１の摺動軸部５３ａが前記第１ガイド孔４５に挿通されて、該第１の摺動
軸部５３ａの後端部にスライダ５４が固定されている。これにより、前記スライド部材５
２は、前記第１ガイド孔４５に沿って可動部材４０(ベース部材４１)の長手方向にスライ
ド移動し得るようになる。また、前記固定板５３には前記可動装飾体６０が固定されてお
り、該スライド部材５２のスライド移動と一体的に可動装飾体６０が移動されるようにな
っている。
【００２６】
　前記スライダ５４の回転軸４０ａから離間する端部には、図８または図９に示すように
、前記可動部材４０(ベース部材４１)の長手方向に延在する掛止部５４ａが突設されてお
り、該掛止部５４ａに圧縮バネ５５の一端部が掛止されている。また、前記基体部４２の
後面には、前記スライダ５４の掛止部５４ａ側(図８における上側)に、後方および下方へ
開口する窪み部４２ｂが形成されており、該窪み部４２ｂに前記圧縮バネ５５の他方の端
部を掛止するようになっている。すなわち、前記スライド部材５２は、前記圧縮バネ５５
により回転軸４０ａ側へ向けて付勢されており、該圧縮バネ５５の付勢力に抗してスライ
ド部材５２が回転軸４０ａから離間する方向へ押圧されることで、前記可動装飾体６０が
ベース部材４１に対してスライド移動するようになっている。なお、前記基体部４２には
、前記窪み部４２ｂの後方開口を覆う押え部材４６が取り付けられて、前記圧縮バネ５５
が窪み部４２ｂから脱落しないよう構成されている。また、以下の説明において、前記圧
縮バネ５５の付勢力により可動装飾体６０(スライド部材５２)が前記回転軸４０ａ側に移
動した位置を初期位置と指称し(図１７に２点鎖線で示す)、可動装飾体６０(スライド部
材５２)が回転軸４０ａから離間する方向へスライド移動された位置を可動位置(図１７に
実線で示す)と指称するものとする。
【００２７】
　図８に示すように、前記ベース部材４１の枠状部４７は、槍の穂先部の輪郭を模した形
状に外郭が形成されている。また、前記枠状部４７には、前記ベース部材４１の長手方向
(待機位置での上下方向)に離間する位置に、左右方向に延在する補強部４７ａが形成され
ており、該枠状部４７の内部に前後に開口する収容部４７ｂが複数区画されている。そし
て、前記枠状部４７における上方に位置する補強部４７ａには、長手方向に沿った所定長
さに亘って前後に開口する第２ガイド孔４９を開設した支持板４８が形成されている。前
記第２ガイド孔４９には、前記可動装飾体６０の先端側に形成された第２の摺動軸部６１
(後述)が摺動可能に挿通されて、該可動装飾体６０のスライド移動に伴って第２の摺動軸
部６１が第２ガイド孔４９を摺動するようになっている。なお、前記枠状部４７の上端部
には、前方へ突出する突部５０ａが形成された係止片５０が後端部側に形成されている。
【００２８】
(ＬＥＤ基板について)
　図６、図８または図９に示すように、前記ＬＥＤ基板５７は、前記枠状部４７の外郭内
縁に略整合する形状に形成されている。ＬＥＤ基板５７の上端部には、前記枠状部４７の
上端部に形成した前記突部５０ａに嵌合する切欠き部５７ａが形成されており、該枠状部
４７の係止片５０の前面にＬＥＤ基板５７を臨ませて切欠き部５７ａと突部５０ａとを嵌
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合させた状態で、該ＬＥＤ基板５７の下端部側をベース部材４１にネジ止めすることで、
前記枠状部４７の内側に収容されたＬＥＤ基板５７が固定される。そして、前記ＬＥＤ基
板５７の前面には、前記ベース部材４１(枠状部４７)の開口部分に対応して複数のＬＥＤ
５８が配設されており、該開口部分を介してＬＥＤ５８の光が前側(可動装飾体６０側)に
照射されるようになっている。なお、前記ＬＥＤ基板５７は、前記取付ベース体３２の後
面右上端部に配設された中継基板３８に配線接続されており、該中継基板３８を介して前
記制御手段に接続されて、該制御手段の制御条件に基づいてＬＥＤ５８が発光制御される
ようになっている。なお、ＬＥＤ５８は、発光色が単色のものであってもよく、また複数
色を発光し得るものであってもよい。
【００２９】
(可動装飾体について)
　前記可動装飾体６０は、光透過性を有する合成樹脂材により槍の穂先部を模した形状に
形成されると共に、該可動装飾体６０の外郭が前記ベース部材４１の外郭より大きく形成
される(図６、図８または図９参照)。また、前記可動装飾体６０は、全体が前方に膨出す
るよう形成されており、前記ベース部材４１(ＬＥＤ基板５７)の前側を可動装飾体６０で
被覆し得るようになっている。そして、前記可動装飾体６０の先端部側には、前記ベース
部材４１(枠状部４７)の第２ガイド孔４９に摺動可能に挿通される前記第２の摺動軸部６
１が後方へ向けて突設されると共に、可動装飾体６０の下端部近傍に前記スライド部材５
２の固定板５３が固定されており、該ベース部材４１の長手方向に沿って可動装飾体６０
がスライド移動し得るよう構成されている(図１７参照)。すなわち、前記可動装飾体６０
は、前記ＬＥＤ基板５７に設けたＬＥＤ５８の光の照射方向(すなわち前方)と略直交する
方向(交差する方向)へ移動し得るよう前記ベース部材４１に支持される。
【００３０】
　また、前記可動装飾体６０の前面の一部分には、遮光処理により光を透過不能な遮光部
６２が設けられており、前記ＬＥＤ５８の光が遮光部６２で遮られることで、可動装飾体
６０の前面に所要の模様が明輝表示されるようになっている(図１０または図１１参照)。
すなわち、遮光処理されていない領域がＬＥＤ５８からの光を透過可能な光透過部６３と
して機能する。なお、図１０では、遮光部６２と光透過部６３とを明瞭に区別し得るよう
に、該遮光部６２に斜線を付してある。なお、遮光処理としては、可動装飾体６０に塗装
を施したり、アルミ等の金属を蒸着することで実現でき、また光を透過不能な部材を別途
取り付けることにより実現することも可能である。
【００３１】
　更に、前記可動装飾体６０の後面(ベース部材４１との対向面)には、該可動装飾体６０
の移動方向に直交する方向(可動装飾体６０の短手方向)に延在する溝状の光拡散部６０ａ
が全面に亘って形成されている。すなわち、実施例の可動装飾体６０の後面には、前記光
透過部６３および遮光部６２の全体を覆うように前記光拡散部６０ａが形成されている。
この光拡散部６０ａは、微細な凹凸をなしており、前記ＬＥＤ５８からの光を可動装飾体
６０の長手方向(可動装飾体６０の移動方向)に拡散して、１つのＬＥＤ５８からの光で可
動装飾体６０の長手方向に拡がった領域を明輝し得るよう構成される(図１０または図１
１参照)。そして、可動装飾体６０のスライド移動に伴って、前記ＬＥＤ５８からの直接
的な光が照射される範囲外に前記光透過部６３の一部が位置する場合には、該ＬＥＤ５８
からの光の照射範囲外に位置する光透過部６３に対して、前記光拡散部６０ａで拡散され
た光により明輝されるようになっている(図１１参照)。すなわち、前記ＬＥＤ５８の光を
光拡散部６０ａで拡散することで、光透過部６３の全体が明輝されるようになっている。
なお、ＬＥＤ５８からの直接的な光が照射される範囲外に光透過部６３が位置する状態と
は、前記光透過部６３の裏側にＬＥＤ５８が位置せず(ＬＥＤ５８が遮光部６２の裏側に
位置して)、ＬＥＤ５８からの直接の光が光透過部６３に照射されない状態を指したもの
である。
【００３２】
(揺動機構部について)
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　次に、前記可動部材４０を揺動させる前記揺動機構部６５について説明する。前記揺動
機構部６５は、図７に示すように、前記制御手段により駆動制御され、前記可動部材４０
を揺動させる駆動手段としての駆動モータ(第１の駆動手段)６６と、該駆動モータ６６の
駆動力を可動部材４０に伝達する第１の駆動伝達手段６８とから構成されている。前記駆
動モータ６６は、前記取付ベース体３２の後面に配設されると共に、該取付ベース体３２
の左端部に形成された通孔３２ｂから駆動軸６６ａが前方へ突出するようになっており、
通孔３２ｂに挿通した駆動軸６６ａに対して駆動ギア６７が取り付けられている。なお、
前記駆動ギア６７は、前記取付ベース体３２および第１カバー体３６の間に画成される空
間内に収容される。
【００３３】
　前記第１の駆動伝達手段６８は、図７に示すように、前記駆動ギア６７に噛合する従動
ギア６９と、該従動ギア６９に噛合すると共に前記可動部材４０に連結される揺動ギア７
０とから構成されている。実施例では、前記第１の駆動伝達手段６８には、列をなすよう
噛合させて所謂ギアトレインを構成するよう前記従動ギア６９が複数(実施例では６つ)設
けられており、ギアトレインの一方の端部側(図７の左端)に位置する従動ギア６９に前記
駆動ギア６７が噛合し、他方の端部側(図７の右端)に位置する従動ギア６９に、前記揺動
ギア７０が噛合するようになっている。なお、前記各従動ギア６９は、前記取付ベース体
３２および第２カバー体３７の間に画成される空間内に収容されている。また、前記各従
動ギア６９を回転可能に支持する支軸６９ａは、前記装置本体３１における前記取付ベー
ス体３２の前面および第２カバー体３７の後面に形成された軸受け部３２ｃ(図７には取
付ベース体３２の前面に形成された軸受け部３２ｃのみ図示)に支持されている。
【００３４】
　前記揺動ギア７０は、図７に示すように、前記可動部材４０の回転軸４０ａが連結され
る連結部７０ａと、該連結部７０ａから回転軸４０ａの径方向外側へ向けて扇状に延在し
、端面部に前記従動ギア６９に噛合するギア部を有する作動体７０ｂとから形成されてい
る。ここで、前記連結部７０ａには、前記取付ベース体３２の筒状支持部３３に挿通した
回転軸４０ａの前端部が連結されており、揺動ギア７０の揺動に伴って前記可動部材４０
が揺動されるようになっている。なお、前記揺動ギア７０の作動体７０ｂは、前記取付ベ
ース体３２および第２カバー体３７の間に画成される空間内に収容されて、該空間内にお
いて作動体７０ｂのギア部が前記従動ギア６９に噛合している。
【００３５】
　すなわち、前記制御手段の制御に基づいて前記駆動モータ６６を回転駆動することで、
前記従動ギア６９および揺動ギア７０を介して可動部材４０が待機位置と動作位置との間
で揺動される。そして、前記位置検出センサ３４が前記位置検出片４４の基体部４２に近
接する端縁部を検出した際に、前記制御手段が駆動モータ６６を停止することで、前記可
動部材４０が待機位置に保持されると共に、位置検出センサ３４が位置検出片４４の基体
部４２から離間する端縁部を検出した際に、制御手段が駆動モータ６６を停止することで
、可動部材４０が動作位置に保持される。また、前記可動部材４０が前記待機位置と動作
位置との間を揺動する過程で、前記位置検出センサ３４が前記位置検出片４４のスリット
４４ａを検出した際に、前記制御手段が駆動モータ６６を停止することで、前記可動部材
４０が中間位置に保持される。
【００３６】
　また、前記作動体７０ｂの前面には、前方に突出するボス７０ｃが形成されており、前
記装置本体３１における前記取付ベース体３２と第２カバー体３７とに間に支持されたピ
ン７２に掛止された引張りバネ７１の端部が該作動体７０ｂのボス７０ｃに掛止されてい
る(図７または図５参照)。この引張りバネ７１は、前記可動部材４０を待機位置へ向けて
揺動させる方向に前記作動体７０ｂを常時付勢している。
【００３７】
(スライド機構部について)
　次に、前記可動部材４０の可動装飾体６０をスライド移動させる前記スライド機構部７
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５について説明する。図６または図７に示すように、前記スライド機構部７５は、前記制
御手段に駆動制御され、前記可動装飾体６０をスライド移動させる駆動手段としての電磁
ソレノイド７６(第２の駆動手段)と、該電磁ソレノイド７６の駆動力を可動装飾体６０に
伝達する第２の駆動伝達手段(駆動伝達手段)７８とから構成されている。なお、前記電磁
ソレノイド７６は、ソレノイド固定部材７７によりプランジャ７６ａが左下方(図６では
右下方)に突出する姿勢で前記取付ベース体３２の後面に取り付けられて、通電によりプ
ランジャ７６ａがソレノイド本体に引き込まれると共に、通電停止によりプランジャ７６
ａがバネ７６ｂの付勢力によりソレノイド本体から突出するよう構成されている。
【００３８】
　前記第２の駆動伝達手段７８は、図７または図８に示すように、前記電磁ソレノイド７
６のプランジャ７６ａに取り付けられる作動部材７９と、前記取付ベース体３２の後面に
揺動可能に支持されるアーム部材(押圧部材)８０と、前記可動部材４０に配設されて前記
可動装飾体６０と一体的にスライド移動する前記スライド部材５２とから構成されて、作
動部材７９とアーム部材８０とが連繋接続されると共にアーム部材８０とスライド部材５
２とが連繋接続されている。なお、前記アーム部材８０を揺動可能に支持する支軸８０ａ
は、前記取付ベース体３２の後面およびソレノイド固定部材７７に設けられた軸受け部７
７ａ(図７にはソレノイド固定部材７７に設けた軸受け部７７ａのみ図示)に支持されてい
る。
【００３９】
　前記アーム部材８０は、前記作動部材７９に接続する作動片８１と、前記スライド部材
５２に連繋接続する押圧片８２とが屈曲状に形成されており、該作動片８１と押圧片８２
との屈曲部位が前記支軸８０ａで揺動可能に支持される。ここで、前記作動片８１の先端
部(支軸８０ａから離間する端部)には、後方へ突出するよう突起部８１ａが形成されてお
り、前記作動部材７９に前後に開口するよう形成された接続孔７９aに挿通することで、
アーム部材８０と作動部材７９とが連繋接続されている。すなわち、前記制御手段が電磁
ソレノイド７６の通電および通電停止することで前記作動部材７９が移動されると、前記
アーム部材８０が支軸８０ａを中心に揺動されるようになっている。
【００４０】
　前記押圧片８２は、図６または図１２に示すように、前記可動部材４０の回転軸４０ａ
とスライド部材５２との間に位置するよう構成されている。そして、前記電磁ソレノイド
７６へ通電していない状態では、前記アーム部材８０の押圧片８２がスライド部材５２の
回転軸４０ａ側の端部から離間する停止位置で保持される。また、前記電磁ソレノイド７
６へ通電してアーム部材８０が揺動されることで、前記押圧片８２がスライド部材５２の
回転軸４０ａ側の端部に当接して当該スライド部材５２を可動部材４０(ベース部材４１)
の長手方向へ押し出す作動位置に揺動されるようになっている。そして、前記電磁ソレノ
イド７６への通電を停止することで、前記アーム部材８０が作動位置から停止位置に復帰
し、これに伴って前記スライド部材５２が前記圧縮バネ５５の付勢力により回転軸４０ａ
側にスライド移動される。すなわち、前記制御手段の制御に基づいて電磁ソレノイド７６
への通電および通電停止を切り替えてアーム部材８０を揺動させることで、前記可動部材
４０の可動装飾体６０が前記初期位置と可動位置との間でスライド移動される。
【００４１】
　また、図１２に示すように、前記アーム部材８０が停止位置にある状態において、前記
押圧片８２の先端部(支軸８０ａから離間する端部)は、前記回転軸４０ａと略同心円をな
す円弧状に湾曲形成されている。すなわち、前記揺動機構部６５(駆動モータ６６)の作動
により前記可動部材４０を揺動された場合に、前記押圧片８２とスライド部材５２とが接
触しないようになっており、該可動部材４０の揺動により可動装飾体６０がスライド移動
されることはない。
【００４２】
　更に、図７、図１２～図１６に示すように、前記押圧片８２の先端部には、前方へ突出
する第２係合突部(係合部)８３が形成されている。前記第２係合突部８３は、前記可動部
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材４０が待機位置にある状態において、該可動部材４０のベース部材４１に形成した前記
第１係合突部４３の下面側に当接係合して前記アーム部材８０の揺動を規制するよう構成
されている。そして、前記可動部材４０が待機位置から動作位置へ向けて揺動開始される
と、該可動部材４０の揺動に伴って前記第１係合突部４３が第２係合突部８３から離間す
るよう移動し、該第１および第２係合突部４３,８３の当接係合が解除されて前記アーム
部材８０の揺動が許容される。すなわち、前記可動部材４０が待機位置にある状態では、
前記電磁ソレノイド７６へ通電された場合であっても前記第１係合突部４３および第２係
合突部８３の当接係合により前記アーム部材８０の揺動が規制されて、第２の駆動伝達手
段７８が作動不能となり、前記可動装飾体６０が初期位置に保持され、該可動部材４０が
待機位置から動作位置に揺動開始することで、電磁ソレノイド７６への通電に応じて可動
装飾体６０を初期位置と可動位置との間でスライド移動させ得るようになっている。なお
、実施例では、前記可動部材４０が待機位置から中間位置へ揺動するまでの間(例えば可
動部材４０が数°揺動した時点)に、前記第１および第２係合突部４３,８３の当接係合が
解除される。なお、前記第１係合突部４３や第２係合突部８３を前記回転軸４０ａと同心
円をなす円弧状に形成することで、可動部材４０が待機位置から揺動開始してから第１お
よび第２係合突部４３,８３の当接係合が解除されるまでのタイミングを任意に変更でき
る。
【００４３】
〔実施例の作用〕
　次に、前述のように構成された実施例に係るパチンコ機１０の作用について説明する。
【００４４】
　前記遊技盤２０に設けた内外のレール２２ａ,２２ｂに沿って遊技領域２０ａに打ち出
されたパチンコ球は、遊技盤２０上に設けた遊技釘等に接触して流下方向を変更しながら
流下する。前記遊技領域２０ａを流下するパチンコ球が前記始動入賞装置２３に入賞する
と、前記制御手段の制御に基づいて前記図柄表示装置１７での図柄変動演出が開始され、
図柄変動演出の結果、図柄表示装置１７に特定の図柄組み合わせが表示されると大当りが
発生し、前記特別入賞装置２４が開放してパチンコ球の入賞が許容される。また、前記始
動入賞装置２３にパチンコ球が入賞すると、前記制御手段の制御条件下で前記可動演出装
置３０のＬＥＤ５８が発光して光による演出が行なわれると共に、前記可動部材４０を揺
動させたり可動装飾体６０をスライド移動させて動作による演出が行なわれて、遊技の興
趣を高める。
【００４５】
　ここで、前記可動演出装置３０の可動部材４０が待機位置から揺動される場合には、前
記制御手段は揺動機構部６５を作動させる。すなわち、前記駆動モータ６６を回転駆動し
て駆動ギア６７を回転させることで、該駆動ギア６７の回転に追従してギアトレインをな
している前記各従動ギア６９が回転されて、終端に位置する従動ギア６９に噛合する揺動
ギア７０が揺動される。この揺動ギア７０の連結部７０ａには、前記可動部材４０の回転
軸４０ａが連結されているから、揺動ギア７０の揺動に従って可動部材４０が前記待機位
置から動作位置に向けて揺動開始する。そして、前記可動部材４０(ベース部材４１)に設
けられた位置検出片４４の基体部４２から離間する端縁部を位置検出センサ３４が検出し
た際に、制御手段が駆動モータ６６を停止することで、可動部材４０が動作位置で停止さ
れる。また、前記位置検出センサ３４が前記位置検出片４４のスリット４４ａを検出した
際に、前記制御手段が駆動モータ６６を停止することで、前記可動部材４０が中間位置で
停止される。また、前記動作位置や中間位置に揺動された可動部材４０を待機位置に復帰
させる場合には、前記制御手段が駆動モータ６６を逆回転させるよう回転制御して可動部
材４０を揺動させる。そして、前記位置検出片４４の基体部４２に近接する端縁部を前記
位置検出センサ３４が検出した際に、前記制御手段が駆動モータ６６を停止することで、
前記可動部材４０が待機位置で停止される。
【００４６】
　すなわち、前記待機位置において前記枠状装飾体２７の開口右端縁の上下方向の略全長
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に亘って延在する長尺な可動部材４０が揺動して、図柄表示装置１７の前側に重なるよう
移動することで、遊技者に大きなインパクトを与えることができ、遊技の興趣を大きく向
上させ得る。また、実施例の可動部材４０は、前述のように動作位置および中間位置で停
止され得る。このため、図柄表示装置１７の前側に移動した可動部材４０の傾斜姿勢によ
り遊技性(例えば大当たり発生に対する期待値)を変化させるよう構成すれば、可動部材４
０の揺動に対する遊技者の注目を一層高めることができると共に、可動部材４０を揺動さ
せることによる遊技演出の幅を広げることができる。
【００４７】
　ところで、前記揺動機構部６５は、複数のギア(駆動ギア６７、従動ギア６９、揺動ギ
ア７０)を噛合させる構成が採用されていることから、各ギア間６７,６９,７０の「あそ
び」に起因して前記待機位置、動作位置および中間位置で停止された可動部材４０が細か
に揺動することが起こり得る。実施例では、前記揺動機構部６５の揺動ギア７０に掛止さ
れた引張りバネ７１の付勢力により、前記可動部材４０を待機位置へ向けて揺動する方向
に常に付勢している。このため、各位置で停止された可動部材４０の振動が抑制されるか
ら、可動部材４０が不自然に揺動する違和感を生ずることなく遊技を実行することができ
る。また、前述のように大型の可動部材４０を採用することで、前記動作位置や中間位置
から待機位置に可動部材４０を復帰させる際には、前記駆動モータ６６に大きな負荷が掛
かる。実施例では、前記引張りバネ７１が可動部材４０を待機位置に向けて付勢している
から、可動部材４０を待機位置に向けて揺動させる際の前記駆動モータ６６に掛かる負荷
の軽減が図られ、駆動モータ６６として小型のものを採用できる。これにより、可動演出
装置３０のコスト低減を図り得ると共に、該装置３０の小型省スペース化を図ることがで
き、また可動演出装置３０から発生する駆動音の低減も図り得る。
【００４８】
　また、前記可動演出装置３０の可動装飾体６０を初期位置からスライド移動させる場合
には、前記制御手段はスライド機構部７５を作動させる。すなわち、前記スライド機構部
７５の電磁ソレノイド７６に通電してプランジャ７６ａと一体的に作動部材７９を直線移
動させ、該作動部材７９の移動により前記アーム部材８０を停止位置から作動位置に揺動
させる。前記アーム部材８０が揺動されると、該アーム部材８０の押圧片８２がスライド
部材５２の回転軸４０ａ側の端部に当接し、当該スライド部材５２が前記ベース部材４１
に形成された前記第１ガイド孔４５および第２ガイド孔４９に沿ってベース部材４１の長
手方向へスライド移動される。これにより、スライド部材５２に固定された前記可動装飾
体６０がベース部材４１の長手方向に沿って初期位置から可動位置にスライド移動される
。そして、前記電磁ソレノイド７６への通電を停止することで、前記アーム部材８０が作
動位置から停止位置に復帰し、これに伴って前記スライド部材５２が前記圧縮バネ５５の
付勢力により回転軸４０ａ側にスライド移動される。すなわち、前記電磁ソレノイド７６
への通電および通電停止を切り替えてアーム部材８０を揺動させることで、前記可動装飾
体６０を前記初期位置と可動位置との間でスライド移動させ得る。
【００４９】
　このように、実施例の可動演出装置３０では、前記揺動機構部６５の作動により可動部
材４０の全体が揺動するだけでなく、前記スライド機構部７５を作動することにより、該
可動部材４０を構成している可動装飾体６０だけをスライド移動させることができる。す
なわち、前記図柄表示装置１７の前側で長尺な可動装飾体６０をスライド移動させること
で、遊技者に大きなインパクトを与えることができ、遊技の興趣を大きく向上させ得る。
また、可動装飾体６０のスライド移動の有無により遊技性(例えば大当たり発生に対する
期待値)を変化させるよう構成すれば、可動装飾体６０のスライド移動に対する遊技者の
注目を一層高めることができると共に、該可動装飾体６０をスライド移動させることによ
る遊技演出の幅を広げることができる。
【００５０】
　更に、前述したように実施例の可動演出装置３０では、可動部材４０の全体の揺動によ
る動作と、可動装飾体６０だけをスライド移動する動作とを行なわせる駆動手段を別々に
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独立して設けてある。従って、前記可動部材４０の全体の揺動と可動装飾体６０だけのス
ライド移動とを適宜組み合わせて動作させることができ、可動演出装置３０による遊技演
出の多様化を図ることができる。また、全体として槍を模した形状に形成された可動部材
４０を図柄表示装置１７の前側で動作させることで、図柄表示装置１７に表示される演出
に合わせて可動部材４０の全体の揺動と可動装飾体６０のスライド移動を行なわせること
により、当該図柄表示装置１７に表示された映像としての対象物を、物理的な可動部材４
０で斬ったり、突いたりすることができ、従来にない特有の演出を行なうことが可能とな
る。また、実施例では、可動部材４０の全体の揺動による動作と、可動装飾体６０だけを
スライド移動する動作とを行なわせる駆動手段(駆動モータ６６および電磁ソレノイド７
６)を別々に独立して設けたことで、単一の駆動手段で動作させる構成に比べて、駆動モ
ータ６６や電磁ソレノイド７６に掛かる負荷を軽減できる。
【００５１】
　ここで、前記可動部材４０が待機位置に停止された状態では、前記ベース部材４１に形
成された第１係合突部４３の下面側に、前記アーム部材８０の押圧片８２に形成された第
２係合突部８３が当接係合している。また、前記押圧片８２に形成された第２係合突部８
３は、前記アーム部材８０が停止位置から作動位置に揺動する際に上方側へ変位されるよ
うになっている。すなわち、前記第１係合突部４３の下面側に第２係合突部８３が当接係
合する状態では、前記アーム部材８０の揺動が規制されるから、前記電磁ソレノイド７６
へ通電されたとしても第２の駆動伝達手段７８が作動不能となり、前記可動装飾体６０は
初期位置に保持される。すなわち、前記可動部材４０が待機位置に停止された状態では、
前記可動装飾体６０が初期位置から可動位置に移動しないから、前記遊技盤２０(裏ユニ
ット２５)に形成する可動部材４０の収容空間を小さくして、装飾部材２６等の別の部材
を設置でき、遊技盤２０の装飾性を高めることができる。また、ノイズ等に起因して前記
電磁ソレノイド７６に通電されたとしても、前記可動装飾体６０は初期位置で保持される
から、可動部材４０の周辺に位置する装飾部材２６に可動装飾体６０が接触することはな
く、可動装飾体６０や装飾部材２６等が損傷するのを防止することができる。
【００５２】
　また、前記可動部材４０が待機位置から動作位置へ向けて揺動開始されると、前記ベー
ス部材４１の揺動に伴って前記第１係合突部４３が第２係合突部８３から離間するように
移動して、該第１および第２係合突部４３,８３の係合が解除される。すなわち、前記可
動部材４０が待機位置から動作位置へ向けて揺動開始した状態では、前記電磁ソレノイド
７６への通電に応じて可動装飾体６０を初期位置と可動位置との間でスライド移動させ得
るから、該可動装飾体６０のスライド移動による演出を行なうことができ、前述のように
遊技の興趣を高めることができる。また、可動部材４０を待機位置に復帰させた際には、
前記第１係合突部４３と第２係合突部８３とが自然に係合する。従って、前記可動部材４
０を待機位置から揺動させることで前記ベース部材４１の第１係合突部４３とアーム部材
８０の第２係合突部８３とを係脱させ得る。すなわち、前記第１係合突部４３と第２係合
突部８３とを係脱させるための特別な構成や制御を行なう必要がないから、可動演出装置
３０の構成を簡略化することができ、コスト低減を図り得る利点がある。
【００５３】
　次に、可動演出装置３０での発光演出に関して説明する。前記可動部材４０のＬＥＤ基
板５７に設けたＬＥＤ５８を発光させると、該ＬＥＤ５８からの光が前記可動装飾体６０
の後面に照射される。ここで、前記可動装飾体６０の後面には、該可動装飾体６０のスラ
イド移動方向に略直交する方向に延在する溝状の光拡散部６０ａが全面に形成されている
ため、光拡散部６０ａにおいてＬＥＤ５８からの光を可動装飾体６０の長手方向(可動装
飾体６０の移動方向)に拡がるよう拡散させることができる。すなわち、１つのＬＥＤ５
８からの光により明輝させ得る領域を大きくでき、少ない数のＬＥＤ５８で可動装飾体６
０の光透過部６３の全体を明輝させることが可能となり、コストや消費電力の低減を図り
得る。
【００５４】
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　また、前記可動装飾体６０は、前記ＬＥＤ５８の光照射方向と交差する方向にスライド
移動するから、該可動装飾体６０のスライド移動に伴って光透過部６３とＬＥＤ５８との
相対位置が変化し、ＬＥＤ５８からの直接的な光が照射されなくなる非照射部位が光透過
部６３に生ずることになる。実施例の可動演出装置３０では、前記ＬＥＤ５８からの光を
前記光拡散部６０ａで可動装飾体６０の移動方向に拡散することで、該可動装飾体６０の
スライド移動に伴ってＬＥＤ５８からの光が照射されなくなる前記光透過部６３の非照射
部位を、光拡散部６０ａで拡散された光で明輝させる。すなわち、前記可動装飾体６０の
スライド移動に伴ってＬＥＤ５８からの光が照射されなくなる光透過部６３の非照射部位
が生じたとしても、光拡散部６０ａで拡散された光が照射されることで可動装飾体６０の
光透過部６３を全体的に発光させることができる。
【００５５】
　このように、可動装飾体６０に形成した光拡散部６０ａでＬＥＤ５８からの光を可動装
飾体６０の移動方向に拡散させるよう構成することで、該ＬＥＤ５８から直接的な光が照
射される照射範囲を超えて可動装飾体６０を大きく移動させることができるから、発光に
よる演出効果を損なうことなく可動装飾体６０の動作による興趣を高め得る。そして、実
施例のようにＬＥＤ５８からの光を可動装飾体６０の移動方向に拡散させることにより、
前記可動装飾体６０のスライド移動に合わせてＬＥＤ基板５７を移動させる必要がないか
ら、電磁ソレノイド７６に掛かる負荷を軽減することができ、小型の電磁ソレノイド７６
を採用することが可能となる。
【００５６】
　また、可動装飾体６０がスライド移動する範囲全体を覆うようにＬＥＤ基板５７を大型
化すると共に、ＬＥＤ５８を多数設ければ、可動装飾体６０の移動時に光透過部６３の全
体にＬＥＤ５８からの直接的な光を照射して明輝させることは可能となるが、装置の大型
化を招来することになる。これに対して、実施例では、ＬＥＤ５８からの光を可動装飾体
６０の移動方向に拡散させることで光透過部６３の全体を明輝できるから、可動装飾体６
０の移動範囲に合わせてＬＥＤ基板５７を大型化する必要がなく、可動演出装置３０自体
の小型化を図り得る。更に、前記光拡散部６０ａによりＬＥＤ５８からの光を可動装飾体
６０の移動方向に拡散させることで、可動装飾体６０の移動を強調することができ、遊技
者に与えるインパクトが高められる。
【００５７】
　また、前記ＬＥＤ基板５７は、前記ベース部材４１における枠状部４７の内側に位置す
るよう配設されて、該ＬＥＤ基板５７の外周縁部が枠状部４７で覆われている。すなわち
、前記ＬＥＤ基板５７に設けられるＬＥＤ５８は、前記ベース部材４１に形成された収容
部４７ｂ内に収容されているから、ＬＥＤ５８の光がベース部材４１(可動装飾体６０)の
側方へ漏れるのを防止できる。また、前記可動装飾体６０の外郭を、前記ベース部材４１
(ＬＥＤ基板５７)の外郭より大きく形成したことで、該可動装飾体６０によりベース部材
４１(ＬＥＤ基板５７)を覆うことができ、ＬＥＤ５８の光が可動装飾体６０に設けた光透
過部６３以外から漏れることはない。そして、前記枠状部４７の収容部４７ｂは前後に開
口しているから、ベース部材４１の裏側にＬＥＤ基板５７を配設しても、ＬＥＤ５８の光
がベース部材４１で遮られることはなく、前記可動装飾体６０に光を照射することができ
る。すなわち、前記ＬＥＤ５８の発光により前記可動装飾体６０に設けた光透過部６３を
確実に明輝させることで、該可動装飾体６０の光装飾性が向上し、遊技の興趣を高めるこ
とができる。更に、前記ＬＥＤ基板５７が枠状部４７の内側に配置されることで、可動部
材４０の前後の厚み寸法を最小限にできるから、実施例のように透明板２１と裏ユニット
２５との間の前後スペースが限られた位置に、可動演出装置３０を配置することが可能と
なる。
【００５８】
〔変更例〕
　なお、遊技機の構成としては、実施例のものに限らず、種々の変更が可能である。
【００５９】
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　実施例では、槍を模した形状に可動部材を形成したが、これに限られるものではなく、
演出内容に合わせた形状に形成することができる。また、可動装飾体に設けられる光透過
部や遮光部の形状に関しても、実施例のものに限らず、演出内容に合わせて任意に変更す
ることができる。
【００６０】
　実施例では、可動体(可動装飾体)の後面に光拡散部が直接形成されているが、これに限
られるものではなく、可動体とは別部材とした光拡散部を、ＬＥＤ基板と可動体との間に
位置するよう設けるようにしてもよい。また、実施例では、可動体の移動方向に直交する
方向に延在する微細な溝状に光拡散部を形成したが、ＬＥＤからの光を可動体の移動方向
に拡散させ得る構成であれば任意の構成を採用し得る。
【００６１】
　実施例では、ベース部材の後面側にＬＥＤ基板を配設するようにしたが、これに限らず
、ベース部材の前面側にＬＥＤ基板を配設すると共に、該ＬＥＤ基板の更に前側に可動体
を設けるよう構成してもよい。
【００６２】
　実施例では、可動部材のベース部材にロック手段としての第１係合突部を形成すると共
に押圧部材(アーム部材)に第１係合突部と係合可能な係合部としての第２係合突部を設け
るよう構成したが、これに限られるものではない。すなわち、待機位置および動作位置の
間を可動部材が往復移動するのに伴って移動する部材に前記ロック手段を形成すれば、可
動部材の移動により第１係合突部と第２係合突部とを係脱させることができる。
【００６３】
　また、ベース部材に対して可動体を移動させる駆動伝達手段(第２の駆動伝達手段)を、
装置本体側に設けられる固定側機構部と、ベース部材の移動と一体的に移動する移動側機
構部とから構成して、該移動側機構部に係合部を形成すると共に、装置本体に前記ロック
手段を設けるようにしてもよい。例えば、図１８に示すように、ベース部材４１に対して
可動装飾体６０を移動させる第２の駆動伝達手段７８を、装置本体３１に支持される固定
側機構部としての作動部材７９およびアーム部材８０から構成すると共に、ベース部材４
１に設けられた移動側機構部としてのスライド部材５２から構成する。そして、スライド
部材(移動側機構部)５２の後面に後方へ突出するよう係合部９０を形成し、可動部材４０
が待機位置に保持された状態で、該係合部９０におけるスライド部材５２のスライド移動
方向の前端側(図１８の上端部)に当接係合するロック手段９２を装置本体３１(取付ベー
ス体３２)に形成すれば、スライド部材５２の移動を規制することができる。この場合も
、可動部材４０の全体が待機位置から動作位置に揺動するのに伴って係合部９０が移動す
ることで、係合部９０とロック手段９２とが係合解除されるよう相対位置が変化し、両部
材９０,９２の係合が解除される。なお、図１８には実施例と同一の部材・構成に、同一
の符号を付してある。
【００６４】
　実施例では、前記ロック手段および係合部の夫々を突部により形成して当接係合し得る
よう構成したが、これに限られるものではない。すなわち、ロック手段および係合部の一
方を突部に形成し、他方を該突部と嵌合可能な凹部に形成し、可動部材の待機位置におい
て相互に嵌合するようにしてもよい。
【００６５】
　実施例では、可動部材を構成するベース部材を装置本体に対して揺動可能に支持したが
これに限られるものではなく、装置本体に対してベース部材をスライド移動するよう構成
してもよく、駆動手段の駆動により所定の待機位置および動作位置の間でベース部材が往
復移動し得るよう構成すればよい。同様に、実施例では、前記ベース部材に対して可動体
をスライド移動させるよう構成したが、該ベース部材に対して揺動するようにしてもよい
。すなわち、可動体としては、前記ベース部材の往復移動に伴って待機位置および動作位
置の間を移動すると共に、当該ベース部材の移動とは独立して初期位置および可動位置の
間を往復移動し得るよう構成されていればよい。
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【００６６】
　実施例の可動演出装置では、前記ベース部材を動作させる第１の駆動手段として駆動モ
ータを採用し、前記可動体(第２の駆動伝達手段)を動作させる第２の駆動手段として電磁
ソレノイドを採用したが、これに限られるものではなく、第１の駆動手段に電磁ソレノイ
ドを採用し、第２の駆動手段として駆動モータを採用してもよく、その他従来公知の駆動
手段を第１および第２駆動手段として採用することが可能である。
【００６７】
　また、前記第１の駆動手段の駆動力を可動部材に伝達する第１の駆動伝達手段や、第２
の駆動手段の駆動力を可動体に伝達する第２の駆動伝達手段の構成は、実施例のものに限
定されものではなく、クランク機構やカム機構、リンク機構、その他従来公知の駆動伝達
機構を適宜採用することができる。また、従動ギアを省略して、駆動モータに連結した駆
動ギアを可動部材の回転軸に連結した揺動ギアに噛合させてもよい。
【００６８】
　実施例では、可動演出装置を裏ユニットに配設するよう構成したが、透明板に配設され
た枠状装飾体側に配設するよう構成することもできる。また、実施例では、遊技盤を透明
板と裏ユニットとを積層して構成したが、所定厚のベニヤ板や合成樹脂板の単体から構成
してもよく、また３つ以上の部材を積層して遊技盤を構成するようにしてもよい。
【００６９】
　実施例では、遊技機としてパチンコ機を例示して説明したが、これに限られるものでは
なく、アレンジボール機やピンボール機等の従来公知の各種遊技機を採用し得る。
【図面の簡単な説明】
【００７０】
【図１】本発明の実施例に係るパチンコ機を示す正面図である。
【図２】実施例に係る遊技盤を示す正面図である。
【図３】実施例に係る遊技盤を分解して示す側面図である。
【図４】実施例に係る裏ユニットを示す正面図であって、待機位置にある可動部材を実線
で示し、動作位置にある可動部材を２点鎖線で示すと共に、中間位置にある可動部材を１
点鎖線で示す。
【図５】実施例に係る可動演出装置を示す正面図である。
【図６】実施例に係る可動演出装置を示す背面図である。
【図７】実施例に係る可動演出装置を示す分解斜視図である。
【図８】実施例に係る可動演出装置の可動部材を示す分解斜視図である。
【図９】実施例に係る可動演出装置の可動部材を縦断して示す分解図である。
【図１０】実施例に係る可動部材の先端部を示す拡大図であって、可動装飾体における光
透過部および遮光部と、ＬＥＤに依る光の照射範囲との関係を概略で示す。
【図１１】図１０のＡ－Ａ線断面図であって、実施例における可動装飾体における光透過
部および遮光部と、ＬＥＤに依る光の照射範囲との関係を概略で示し、(a)はＬＥＤの前
側に遮光部が位置していない状態を示し、(b)はＬＥＤの前側に遮光部が位置している状
態を示す。
【図１２】実施例に係る可動演出装置を、装置本体を省略した状態で示す背面図であって
、スライド機構部を拡大して示す。
【図１３】実施例に係る可動演出装置を、装置本体を省略した状態で示す背面図であって
、可動部材が待機位置にあり、可動装飾体が初期位置ある状態を示す。
【図１４】実施例に係る可動演出装置を、装置本体を省略した状態で示す背面図であって
、可動部材が動作位置にあり、可動装飾体が初期位置にある状態を示す。
【図１５】実施例に係る可動演出装置を、装置本体を省略した状態で示す背面図であって
、可動部材が中間位置にあり、可動装飾体が初期位置にある状態を示す。
【図１６】実施例に係る可動演出装置を、装置本体を省略した状態で示す背面図であって
、可動部材が中間位置にあり、可動装飾体が可動位置にある状態を示す。
【図１７】実施例に係る可動演出装置を、装置本体を省略した状態で示す正面図であって
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、可動部材が動作位置にあり、可動装飾体が可動位置にある状態を示す。
【図１８】変更例に係る可動演出装置を、装置本体を省略した状態で示す背面図であって
、可動部材が待機位置にあり、可動装飾体が初期位置ある状態を示す。
【符号の説明】
【００７１】
　３０　可動演出装置
　４１　ベース部材
　４３　第１係合突部(ロック手段)
　４７ｂ　収容部
　５７　ＬＥＤ基板
　５８　ＬＥＤ
　６０　可動装飾体(可動体)
　６０ａ　光拡散部
　６２　遮光部
　６３　光透過部
　６６　駆動モータ（駆動手段、第１の駆動手段）
　７６　電磁ソレノイド(駆動手段、第２の駆動手段)
　７８　第２の駆動伝達手段(駆動伝達手段)
　８３　第２係合突部(係合部)
　９０　係合部
　９２　ロック手段

【図１】 【図２】
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【図１１】
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【図１４】

【図１５】

【図１６】

【図１７】
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